
※
一
般
質
問
と
は
…

　
　
　

一
般
質
問
と
は
、
市
の
行
政
全
般
に

わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
報
告
、
説
明
を
求
め
、

疑
問
を
質
す
も
の
で
す
。

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

つ
い
て
概
要
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

質
問
議
員
…
…
…
…
12
名

一　

般　

質　

問

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

　

9
月
議
会
で
の
市
長
就
任
10
年
経

過
の
総
括
を
踏
ま
え
、
今
後
の
市
政

運
営
に
対
す
る
市
長
の
考
え
方
に
つ

い
て
の
質
問
に
、
今
後
に
対
す
る
答

弁
が
な
か
っ
た
の
で
、
改
め
て
市
政

運
営
に
つ
い
て
伺
う

　

私
は
、
市
長
就
任
時
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
国

主
導
の
外
発
的
発
展
か
ら
地
域
主
体

の
内
発
的
発
展
へ
と
軸
足
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
、

歴
史
・
文
化
・
産
業
・
交
通
な
ど
、

豊
富
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
白
河

市
は
地
域
振
興
を
図
る
う
え
で
大
き

な
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
産
米
か
ら
始
ま
る
米
政

策
の
改
革
に
つ
い
て

　

国
で
は
、
平
成
25
年
12
月
に
農
業

水
産
業
と
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
30
年
産
を
目
途
に
、
主

食
用
米
の
生
産
量
目
標
の
配
分
に
頼

ら
ず
と
も
、
生
産
者
が
自
ら
の
経
営

判
断
、
販
売
戦
略
に
基
づ
い
て
需
要

に
応
じ
た
生
産
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
と
の
「
米
政
策
の
見
直
し
」
方
針

を
決
定
し
て
い
る
。

　

昼
休
み
中
の
執
務
室
内
で
の
職
員

の
態
度
に
つ
い
て

　

休
憩
時
間
で
あ
っ
て
も
職
員
に
は

節
度
の
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

北　

野　

唯　

道

6



〈刈り取りを待つ水田風景〉
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有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
つ
い
て

　

駆
除
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、
減

少
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
被
害

対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
　

様
々
な
対
応
を
図
っ
て
き
た
が
、

隊
員
の
高
齢
化
や
人
員
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
隊
員
の
人
員
確

保
に
つ
い
て
猟
友
会
に
要
請
し
、
県

や
近
隣
市
町
村
と
密
接
な
連
携
を
図

り
、
効
果
的
な
被
害
対
策
を
進
め
て

い
く
。

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　

調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
、
本
市
の

各
学
校
間
の
上
位
下
位
の
差
は
ど
の

ぐ
ら
い
あ
る
の
か

　

本
市
は
、
各
学
校
と
も
差
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
学
校
規
模
の
大
小
も
結

果
に
影
響
し
て
い
な
い
。

　

「
米
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
」

　

米
の
全
袋
検
査
体
制
・
農
林
業
の

賠
償
算
定
方
法
の
見
直
し
、
減
反
政

策
廃
止
に
よ
り
、
来
年
は
農
業
の
歴

史
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
本
市
と
し
て
こ
の
よ
う
な
動
向

に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

　

市
で
は
国
・
県
の
動
向
を
注
視

し
、
転
作
奨
励
制
度
に
つ
い
て
、
生

産
現
場
へ
の
周
知
を
行
い
な
が
ら
、

食
味
に
優
れ
た
主
食
用
米
の
生
産
や

安
全
性
に
関
す
る
正
確
な
情
報
の
発

信
、
販
売
対
策
の
強
化
、
飼
料
用
米

の
作
付
拡
大
・
転
換
を
促
進
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
、
需
要
に
応
じ
た
米

づ
く
り
を
推
進
し
、
価
格
の
安
定
を

図
っ
て
い
く
。

　

学
校
統
合
な
ど
、
行
う
必
要
は
な

い
と
思
う
が
ど
う
か

　

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
地

域
の
方
々
と
よ
く
話
し
合
っ
て
い
き

た
い
。

　

教
員
免
許
更
新
に
つ
い
て

　

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
だ
が
、

本
年
度
、
受
講
者
は
何
人
ぐ
ら
い
い

る
の
か

　

本
市
で
は
、
本
年
度
54
人
で
あ
る
。

大
規
模
学
校
で
4
か
ら
5
人
、
小
規

模
学
校
で
2
か
ら
3
人
受
講
対
象
者

が
い
る
。
学
校
の
教
育
活
動
に
支
障

が
な
い
よ
う
、
ほ
と
ん
ど
が
夏
休
み

中
の
講
習
や
通
信
制
大
学
の
講
習
を

受
講
し
て
い
る
。

市
の
単
独
補
助
制
度
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
補
助
事

業
を
行
う
、
ま
た
、
新
た
な
補
助
制

度
創
設
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

「
企
業
立
地
に
つ
い
て
」

　

三
菱
ガ
ス
化
学
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
白
河
」
の
今
後

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

現
在
、
三
菱
ガ
ス
化
学
で
は
、
セ

ン
タ
ー
内
で
の
増
設
計
画
を
検
討
し

て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
セ
ン
タ
ー

内
で
の
増
設
に
つ
い
て
機
会
が
あ
る

ご
と
に
要
請
し
て
い
く
。

藤

田

久

男

根

本

建

一
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白
河
市
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
ダ
ル

ラ
イ
ザ
ー
の
映
画
「
ラ
イ
ズ
」
を
活

用
し
た
観
光
誘
客
に
つ
い
て

　

ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
の
運
営
会
社
で
あ

る
「
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
」
で
は
、
現
在
、
街
な
か
の
空
き

店
舗
を
改
修
し
、
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
の

映
画
を
毎
日
み
る
こ
と
が
で
き
る
映

画
館
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
本
作
品
の
撮
影
地
な
ど
を
巡

る
「
白
河
聖
地
巡
礼
」
を
行
う
フ
ァ

ン
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

今
後
の
観
光
誘
客
に
大
き
な
効
果
が

で
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
地

域
の
資
源
に
光
を
あ
て
、
こ
れ
を
磨

き
、
自
ら
創
造
し
た
文
化
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
必
要
な

要
素
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
れ
を
「
知

恵
と
工
夫
」
で
実
現
し
た
本
作
品
で

あ
る
の
で
、
本
市
だ
け
で
な
く
、
世

界
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
も
、

重
要
な
作
品
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

　

市
の
中
心
部
に
市
民
み
ん
な
が
自

力
で
自
由
に
安
価
に
行
き
来
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
、
4
地
域
間
の
交
流

が
促
進
さ
れ
、
市
民
福
祉
が
増
進
さ

れ
る
よ
う
に
、
4
地
域
間
の
公
共
交

通
の
整
備
を
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い

　

現
在
、
地
域
交
通
網
形
成
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。
財
政
負
担
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
本
市
に
適
し

た
整
備
を
進
め
る
。

　

団
体
観
光
客
の
食
事
の
提
供
と
そ

の
場
で
土
産
物
の
提
供
が
で
き
な
い

か
　

団
体
の
人
数
や
好
み
で
飲
食
店
や

ホ
テ
ル
を
紹
介
し
て
い
る
。
二
の
丸

茶
屋
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
で
33
人
入

れ
る
。
土
産
物
も
協
力
店
舗
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

観
光
の
大
き
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
ダ
ル

ラ
イ
ザ
ー
と
従
来
よ
り
増
し
た
連
携
、

協
力
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

小
中
学
校
で
無
言
清
掃
や
黙
想
を

全
市
的
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

　

取
り
入
れ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　

人
権
教
育
を
児
童
生
徒
も
教
師
に

も
徹
底
し
て
ほ
し
い

　

各
学
校
に
繰
り
返
し
指
導
す
る
。

　

学
校
規
模
適
正
化
と
学
校
再
編
に

つ
い
て
全
市
的
に
見
直
す
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か

　

時
期
を
と
ら
え
て
地
域
の
声
を
聞

く
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

室　

井　

伸　

一

佐

川

京

子

〈ダルライザー映画館〉

〈公共交通（バス）〉
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多
く
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
を
訪
問
し
、

男
性
の
参
加
者
が
少
な
い
と
感
じ
た
。

認
知
症
等
の
予
防
の
観
点
か
ら
も
男

性
が
参
加
す
べ
き
と
考
え
る
。
何
か

考
え
は
あ
る
の
か

　

男
性
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
る
所
や

町
内
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
サ

ロ
ン
に
は
比
較
的
男
性
の
参
加
が
多

い
傾
向
に
あ
る
。
今
後
は
、
男
性
の

「
高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

へ
の
参
加
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
た
、
町
内

会
連
合
会
を
通
じ
て
各
町
内
会
へ
働

き
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
。

　

家
庭
動
物
、
特
に
犬
猫
の
管
理
に

つ
い
て
、
問
題
が
あ
る
と
聞
く
。
早

急
に
啓
発
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い

　

環
境
省
の
「
家
庭
動
物
等
の
飼
育

及
び
保
管
に
関
す
る
基
準
」
及
び

「
福
島
県
動
物
愛
護
管
理
推
進
計

画
」
で
所
有
者
の
責
務
等
が
明
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
広
報
や
回
覧
等
で

啓
発
し
た
い
。

　

所
有
者
不
明
猫
（
野
良
猫
）
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
は

　

地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
行
政
の
三
者
が
協
働
し
て
行
う

「
地
域
猫
活
動
」
を
今
後
検
討
し
、

地
域
住
民
等
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。

大

竹

功

一
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白
河
第
二
中
学
校
の
改
築
に
つ
い

て
　

昨
年
4
月
に
学
校
施
設
整
備
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
意
見
交
換
を

行
い
、
敷
地
を
拡
張
、
全
体
を
新
築

す
る
方
向
で
あ
る
。
ま
た
、
敷
地
の

拡
張
に
あ
わ
せ
、
校
庭
が
最
大
限
に

活
用
で
き
る
校
舎
の
配
置
を
行
い
た

い
。
12
月
に
基
本
設
計
予
算
等
を
計

上
し
、
平
成
31
年
度
着
工
を
目
指
す
。

設
計
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
も
参

考
に
し
た
い
。

　

台
湾
の
台
南
市
、
萩
市
と
の
都
市

交
流
に
つ
い
て

　

台
南
市
に
「
白
河
区
」
と
い
う
地

名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
学
生
交
流

を
は
じ
め
、
今
後
、
友
好
関
係
を
深

め
て
い
き
た
い
。

　

萩
市
と
は
、
「
白
河
踊
り
」
が
縁

で
小
中
学
生
や
市
民
交
流
を
契
機
に

産
業
や
観
光
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で

の
都
市
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
の
総
括
と
来
年
度

以
降
の
目
標
に
つ
い
て

　

総
合
19
位
、
市
の
部
10
位
で
あ
っ

た
が
、
中
学
生
の
活
躍
が
あ
り
、
今

後
に
期
待
で
き
る
。
来
年
度
以
降
は
、

過
去
最
高
順
位
で
あ
る
総
合
5
位
以

内
を
目
標
と
す
る
チ
ー
ム
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

筒

井

孝

充

〈高齢者サロン〉

〈ふくしま駅伝〉
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介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、

こ
れ
ま
で
支
払
い
保
険
料
は
約
2
倍

に
増
え
て
お
り
、
諸
物
価
の
高
騰
が

被
保
険
者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る

現
在
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
討

議
し
て
い
る
平
成
30
年
度
か
ら
の
介

護
保
険
料
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

　

介
護
保
険
料
の
算
定
に
あ
た
っ
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
需
要
を
適
正
に
見
積

も
る
と
と
も
に
、
基
金
を
活
用
す
る

な
ど
し
、
被
保
険
者
の
負
担
を
で
き

る
だ
け
抑
制
し
た
い
。

　

平
成
17
年
度
と
27
年
度
の
農
業
従

事
者
数
の
推
移
は

　

全
体
で
8
千
808
人
か
ら
6
千
50
人

に
、
2
千
758
人
減
、
減
少
率
は
31
･

3
％
で
あ
る
。

　

農
業
従
事
者
数
が
激
減
し
農
家
が

大
変
な
状
態
の
中
、
国
は
農
業
者
戸

別
補
償
制
度
を
打
ち
切
ろ
う
と
し
て

い
る
。
農
家
に
対
す
る
反
逆
行
為
と

考
え
る
が
市
の
対
応
は

　

廃
止
で
は
な
く
、
生
産
調
整
（
減

反
）
の
見
直
し
で
あ
る
。
市
と
し
て

飼
料
米
作
付
拡
大
、
大
豆
等
へ
の
作

付
転
換
を
農
家
に
対
し
て
促
進
し
て

米
価
の
安
定
に
努
め
て
い
く
。

佐

藤

正

則

ＱＡ

ＱＡ

　

み
ら
い
創
造
総
合
戦
略
と
若
者
の

地
元
定
着
に
つ
い
て

　

み
ら
い
総
合
戦
略
の
推
進
は
重
要

で
あ
り
、
特
に
雇
用
確
保
が
多
く
期

待
で
き
る
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
と

若
者
に
地
元
企
業
を
選
定
し
て
も
ら

う
た
め
の
高
校
生
対
象
の
企
業
見
学

会
、
大
学
生
と
の
交
流
会
を
進
め
て

き
た
。
今
後
は
、
企
業
と
学
生
が
マ

ッ
チ
ン
グ
等
を
総
合
的
に
支
援
す
る

「
就
職
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
機
関

を
検
討
し
、
若
者
が
地
元
で
働
き
生

き
生
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
の
現
状
と
ガ

イ
ド
確
保
に
向
け
た
養
成
講
座
の
開

設
に
つ
い
て　

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
白
河
は
、
観

光
案
内
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

お
も
て
な
し
の
心
で
来
訪
者
に
接
し

観
光
振
興
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と

考
え
て
い
る
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
会
員
の
確
保

に
は
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ

学
習
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が

大
変
重
要
で
あ
り
、
養
成
講
座
に
向

け
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
効
果
的
な
講
座
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

石　

名　

国　

光
〈ツーリズムガイド〉



Ｑ

ＱＡ

Ａ

　

全
国
に
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
が
、
福
島
県
は
、
原
発

事
故
の
風
評
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
。
県
で
は
、
台
湾
か
ら
の
誘
客

を
図
っ
て
い
る
。
県
観
光
交
流
課
で

も
、
県
南
地
方
は
温
泉
が
少
な
い
の

で
、
ゴ
ル
フ
場
に
力
を
入
れ
て
く
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
長
が
台
湾
を
訪
問
し

て
得
た
手
応
え
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
更
に
進
め
る
た

め
、
ゴ
ル
フ
周
遊
プ
ラ
ン
な
ど
の
旅

行
商
品
と
小
峰
城
・
南
湖
公
園
・
白

河
ラ
ー
メ
ン
と
い
っ
た
本
市
の
観
光

資
源
と
那
須
町
や
会
津
な
ど
の
広
域

観
光
に
よ
る
連
携
し
た
多
様
な
旅
行

商
品
を
提
供
し
て
い
こ
う
と
改
め
て

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

岩

崎

洋

一

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
施
設
の

整
備
と
と
も
に
、
保
育
士
の
確
保
及

び
資
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
嘱
託

職
員
や
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
も
有

効
な
対
策
だ
と
思
う
が
、
考
え
を
お

伺
い
し
た
い

　

本
年
１
月
か
ら
嘱
託
職
員
は
、

賃
金
を
引
き
上
げ
、
有
能
な
保
育

士
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
待

機
児
童
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

〈わかば保育園〉

〈白河保育園〉 〈おもてごう保育園〉
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保
育
園
の
待
機
児
童
と
増
改
築
と

嘱
託
臨
時
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ
は

　

平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
に
お
け

る
待
機
児
童
数
は
、
例
年
を
上
回
る

申
込
者
の
増
加
に
よ
り
37
名
の
待
機

が
生
じ
て
い
る
。
待
機
児
童
の
解
消

に
は
、
施
設
の
拡
充
と
保
育
士
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。
11
月
末
「
表
郷

保
育
園
」
に
１
棟
保
育
室
の
増
築
が

完
成
し
12
月
１
日
よ
り
０
〜
１
歳
児

11
名
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
30
年

１
月
１
名
追
加
計
12
名
の
予
定
で
あ

る
。
４
月
に
は
、
２
箇
所
目
と
な
る

新
た
な
小
規
模
保
育
園
を
開
設
す
る

た
め
の
施
設
の
整
備
を
進
め
る
一
方

「
わ
か
ば
保
育
園
」
の
定
員
を
増
や

す
た
め
保
育
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
た

め
の
調
整
中
で
あ
る
。
次
に
保
育
士

確
保
対
策
と
し
て
は
待
遇
改
善
が
有

効
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
30
年
１

月
よ
り
嘱
託
職
員
・
４
月
か
ら
臨
時

職
員
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
方
向
で

検
討
中
で
あ
る
。
保
育
料
無
償
化
が

大　

花　
　
　

務

実
施
さ
れ
れ
ば
保
育
園
の
需
要
が
ま

す
ま
す
高
ま
り
待
機
児
童
が
さ
ら
に

増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
「
白
河
保

育
園
」
の
改
築
に
あ
わ
せ
、
市
の
支

援
に
よ
り
定
員
60
名
か
ら
120
名
ま
で

に
倍
増
す
る
計
画
を
立
て
そ
の
基
本

設
計
に
今
年
度
取
り
掛
か
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
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平
成
30
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
平
成
30
年

度
予
算
編
成
を
す
る
の
か

　

国
の
「
地
方
財
政
対
策
」
が
大
き

く
影
響
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
十
分

踏
ま
え
予
算
編
成
す
る
。
ま
た
、
市

が
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
、
目
標

の
達
成
に
向
け
て
は
、
真
に
必
要
な

事
業
を
十
分
に
議
論
し
、
複
数
の
事

業
を
組
み
合
わ
せ
体
系
化
し
た
上
で

施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
効
率

的
に
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
、
補
助
金
や
地

方
債
な
ど
市
に
有
利
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
そ
の
ほ

か
、
必
要
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た

施
策
・
事
業
も
市
独
自
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ 　

平
成
30
年
度
の
予
算
規
模
は
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
重
点

と
な
る
事
業
は
な
に
か

　

予
算
編
成
作
業
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
国
の
「
地
方
財
政
対
策
」

も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は

申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。
重
点
事
業
は
、

人
口
減
少
の
抑
制
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
維
持
す
る
た
め
、
「
み
ら

い
創
造
総
合
戦
略
」
の
３
つ
の
基
本

目
標
の
実
現
に
向
け
た
事
業
で
あ
る
。

深

谷
　

弘

■今定例会において審査された議員提出議案、請願、陳情、意見書について、その内容と結果についてお知らせいたします。

議員提出議案
案件番号 案 件 名 と そ の 概 要 議決結果

決議案 高橋光雄市議会議長の不信任決議案 原案否決(賛成少数)
決議案 藤田文夫市議会副議長の不信任決議案 原案否決(賛成少数)
意見書案第6号 農業者戸別所得補償制度の復活を求める意見書 原案可決(全会一致)農業者戸別所得補償制度を復活させること
意見書案第7号 日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書 原案可決(全会一致)日本政府は、すみやかに核兵器禁止条約に調印すること

意見書案第8号
道路整備に係る補助率等のかさ上げ措置の継続を求める意見書

原案可決(全会一致)国において、道路財特法の補助率等のかさ上げについて平成30年度以降も継続するとともに、地方創生を果たすため
に必要な道路整備の推進が図れるよう拡充・見直し等の措置を講じるなど、必要な道路関係予算を確保すること

請願議案
案件番号 案 件 名 と そ の 概 要 議決結果

請願第８
請願者　福島県県南農民組合

農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる意見書の提出について 採択（全会一致）農業者戸別所得補償制度を復活させること

請願第９
請願者　全日本年金者組合白河支部長

年金制度の改善を求める意見書提出の請願
継続審査１．年金制度のいっそうの充実を図ること

①国際水準である年金の毎月支給に道を開く法制度を実現すること
②年金支給開始年齢のこれ以上の引き上げはしないこと

請願第10
請願者　全日本年金者組合白河支部長

全額国庫負担による「最低保障年金制度」の早期実現を求める意見書提出の請願 継続審査全額国庫負担による「最低保障年金制度」を早期に創設すること

陳情議案
案件番号 案 件 名 と そ の 概 要 議決結果

陳情第２
陳情者　新日本婦人の会白河支部長

「消費税10％への増税中止を求める意見書」提出を求める陳情
＜反対意見＞
　引き上げ分２％は、幼児教育無償化などの教
育費の負担軽減に充てられることと、引き上げ
は、財政健全化、社会保障の安定財源確保の
ために不可欠であり、国民の将来不安を解消
するためにも必要である。
　不採択（賛成少数）

消費税10％への引き上げ反対の陳情を採択し、政府に意見書を提出すること

陳情第３
陳情者　新日本婦人の会白河支部長

日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書採択についての陳情 採択（全会一致）日本政府がすみやかに禁止条約に調印することを求める意見書を提出すること

議員提出議案・請願・陳情・意見書


